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研究成果概要 

 本研究はMeV-GeV領域で世界最高感度のニュートリノ観測能力を持つスーパーカ
ミオカンデ（SK）検出器を用いてマルチメッセンジャー天文学を進めることを目的と

して進めている。近年、LIGOなどによる中性子星連星合体からの重力波検出に伴う

残光の光学観測など、電波からγ線までの広いエネルギーでの電磁波観測と重力波や

高エネルギーニュートリノ事象との同時観測を行うマルチメッセンジャー天文学が

活発に行われ、多くの成果をあげている。重力波天体やγ線バーストのようなトラン

ジェント天体に同期したニュートリノ事象の検出を即時解析で発見することを目指

して、システム開発を2019年より進めている。 

 ２０２３年度５月から重力波観測のO4が開始された。それに合わせて、アラート

に対する自動フォローアップ観測システムの再稼働を行っているが、先にも述べたよ

うにスーパーカミオカンデの観測フェーズが変更になったことに対応した修正がま

だ上手く行っておらず安定稼働には至っていない。しかし、手動での解析は常に可能

な状態であるので中性子バイナリー事象など重要な事象に対しての解析は常に可能

な状態である。 

 ２０２２年１０月９日に生じた近傍ガンマ線バースト GRB221009Aに同期した

ニュートリノイベント探索も実施した。このGRB221009Aはこれまでで最も明るい

ガンマ線バーストであり、LHASSOによるTeV以上の高エネルギーガンマ線でも残光



が検出された初めてのGRBである。Swift衛星のイベント検出時刻を基準にして±500

秒、-1時間/+2時間、±1日の3つのサーチウィンドウを設定してニュートリノ事象の

探索を行ったが、残念ながらバックグラウンドに対して優位なシグナルは見つからな

かった。 

 またSKでのニュートリノポイントソース探索も行った。20年分のデータを使って、

方向感度をもつ約１GeV以上のニュートリノ事象を用いて時間積分した解析と時間

依存を仮定した解析の2種類でポイントソースがないかを探索した（３-３の１と２

参照）。残念ながら両解析ともに優位なクラスタは見つからなかった。 
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